
防
災
対
策
。

地
震
な

ど
災
害
時
の
避
難
所
に
つ
い

て
。

近
年
増
え
て
い
る
集

中
豪
雨
対
策
に
つ
い
て
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の

安
否
確
認
に
つ
い
て
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

避
難
所
の
機
能
、
あ
り
方

に
つ
い
て
今
後
研
究
し
て
い

く
。
避
難
所
の
ト
イ
レ
は
仮

設
を
考
え
て
い
る
が
、
今
後

も
研
究
す
る
。

農
業
者
の

協
力
を
得
な
が
ら
農
地
が
持

つ
洪
水
調
整
機
能
を
発
揮
す

る
よ
う
要
請
す
る
。
公
的
貯

水
設
備
に
つ
い
て
は
施
設
建

設
時
や
改
修
時
に
研
究
・
検

討
し
て
い
く
。

自
主
防
災

組
織
を
全
市
内
で
立
ち
上
げ

る
計
画
。
平
成

年
度
に
は

要
配
慮
者
実
態
調
査
に
取
り

組
み
、
課
題
を
整
理
、
分
析

し
今
後
の
支
援
策
に
生
か
す
。

府
や
事
業
所
と
連
携
し

た
就
労
支
援
の
推
進
を
。
ま

た
、
働
き
す
ぎ
で
心
や
体
を

壊
す
人
が
増
え
て
い
る
。
相

談
窓
口
の
開
設
を
。

保
健
福
祉
部
長

母
子
家

庭
や
生
保
世
帯
の
方
な
ど
の

就
労
支
援
担
当
者
を
置
い
て

い
る
。
府
の
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し

情
報
提
供
や
就
労
困
難
者
に

対
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
設
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
む
。
市

内
の
事
業
所
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
商
工
会
と
も
相
談
し

研
究
し
て
い
く
。
労
働
相
談

に
つ
い
て
は
専
門
的
知
識
や

経
験
が
必
要
で
専
門
機
関
へ

の
斡
旋
、紹
介
や
情
報
提
供
、

市
民
無
料
法
律
相
談
等
で
対

応
す
る
。
広
報
紙
等
で
啓
発

し
、
労
働
問
題
に
限
定
し
た

相
談
日
の
設
定
も
検
討
す
る
。

民
間
委
託
す
る
場
合
に

低
価
格
だ
け
で
決
め
な
い
総

合
的
な
評
価
制
度
を
。

総
務
部
長

安
定
的
な
サ

ー
ビ
ス
供
給
、
就
労
支
援
、

雇
用
の
促
進
の
観
点
か
ら
も

可
能
な
も
の
に
は
配
慮
す
る
。

市
職
員
の
健
康
管
理
・

時
間
外
勤
務
の
縮
減
を
。

総
務
部
長

健
康
管
理
計

画
等
に
基
づ
き
職
員
の
心
と

体
の
健
康
管
理
に
努
め
て
い

る
。
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て

は
、
一
部
職
員
に
偏
っ
た
過

重
な
時
間
外
勤
務
と
な
ら
な

い
よ
う
事
務
分
担
の
見
直
し
、

弾
力
的
な
応
援
体
制
、
事
務

改
善
等
健
康
管
理
に
努
め
る
。

洪水調整機能が期待される農地（江津）

市
長
は
財
政
健
全
化
を

言
う
が
、
ま
ず
自
分
の
退
職

金
２
５
０
０
万
円
の
減
額
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

市
長

私
の
退
職
金
に
つ

い
て
は
今
後
十
分
考
え
る
。

枚
方
市
長
も
巻
き
込
ん

だ
談
合
問
題
の
渦
中
の
枚
方

清
掃
工
場
は

億
円
も
の
建

設
費
水
増
し
。
安
全
確
認
を

し
操
業
協
定
を
結
べ
。
大
津

市
の
焼
却
炉
建
設
に
は
宇
治

田
原
町
長
が
先
頭
に
立
っ
て

京
都
府
知
事
ま
で
動
か
し
た
。

総
務
部
長

枚
方
市
に
あ

く
ま
で
も
協
定
締
結
を
お
願

い
し
て
い
る
。

枚
方
市
は
有
害
汚
泥
を

市
境
に
埋
め
た
ま
ま
に
し
て

い
る
。覚
書
も
ほ
ご
同
然
に
。

水
質
検
査
の
継
続
と
完
全
撤

去
の
申
し
入
れ
を
す
べ
き
。

経
済
環
境
部
長

井
手
川

の
水
質
悪
化
す
れ
ば
枚
方
市

と
協
議
、
対
応
す
る
旨
の
確

認
書
を
取
り
交
わ
し
た
い
。

同
和
問
題
優
先
を
言
い

す
ぎ
て
は
い
な
い
か
。
人
権

問
題
に
優
先
順
位
は
な
い
。

女
性
ル
ー
ム
も
不
十
分
す
ぎ

る
。
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
の
早
期
建
設
を
す
べ
き
だ
。

市
民
部
長

解
放
同
盟
支

部
と
の
懇
談
会
の
持
ち
方
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

３
月
に
策
定
さ
れ
た
職

員
倫
理
条
例
は
コ
ー
ヒ
ー
程

度
の
飲
食
を
容
認
す
る
な
ど

余
り
に
甘
す
ぎ
る
内
容
で
あ

る
。
ま
た
、
無
料
の
職
員
駐

車
場
の
見
直
し
を
す
べ
き
だ
。

総
務
部
長

駐
車
場
に
つ

市境に建設されている枚方市第２清掃工場

い
て
は
見
直
し
を
職
員
組
合

に
提
起
し
た
い
。

常
磐
苑
と
大
住
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
市
の
巡

回
バ
ス
は
ガ
ラ
ガ
ラ
。
暫
定

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

よ
う
な
使
い
方
を
考
え
ら
れ

な
い
か
。
駅
前
な
ど
に
も
止

め
、
利
用
者
の
年
齢
制
限
な

ど
も
見
直
す
べ
き
だ
。

副
市
長

９
月
に
は
有
効

利
用
に
向
け
、
検
討
す
る
。

図
書
館
の
利
用
時
間
の

延
長
や
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

の
申
込
方
法
の
改
善
な
ど
、

公
共
施
設
の
あ
り
方
を
見
直

し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
徹

底
す
べ
き
だ
。

市
長
公
室
長

利
用
者
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
弾

力
的
運
営
や
コ
ス
ト
意
識
を

持
っ
た
経
営
管
理
で
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
り
た
い
。

大
住
工
専

大
住
工
業
専
用
地
域
の

拡
大
と
企
業
誘
致
に
つ
い

て
。
大
住
地
域
の

明
日
を

考
え
る
会

が
地
権
者
の
意

地権者により工業系の土地利用が検討さ
れている区域（点線は新名神予定路線）

気
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。

現
時
点
に
お
い
て
新
市
長

は
、
ど
の
様
な
支
援
を
考
え

て
い
る
か
、そ
の
方
向
性
は
。

市
長

新
名
神
高
速
道

路
、
防
賀
川
及
び
大
住
工
専

地
域
に
挟
ま
れ
た
地
域
の
地

権
者
自
ら
が
推
進
組
織
を
立

ち
上
げ
ら
れ
、
工
業
系
の
土

地
利
用
に
向
け
、
合
意
形
成

を
進
め
ら
れ
て
お
り
、
市
と

し
て
も
事
業
化
に
向
け
支
援

を
し
て
い
る
。
今
後
も
可
能

な
限
り
支
援
を
し
て
い
く
。

人
口
増
加
に
よ
る
桃
園

小
学
校
区
の
幼
児
に
対
す
る

施
策
に
つ
い
て
、
校
区
内
に

幼
稚
園
の
建
設
計
画
は
。
健

康
ケ
丘
地
域
は
若
い
世
帯
が

増
え
、
乳
児
・
幼
児
・
小
学

生
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

大
住
幼
稚
園
で
現
在
１
８
８

名
中
、
１
３
１
名
が
桃
園
小

学
校
区
よ
り
通
園
し
、
遠
距

離
通
園
は
幼
児
に
は
無
理
が

あ
る
と
考
え
る
が
改
善
策
は
。

幼
稚
園
が
黙
認
し
て
い
る
車

の
送
迎
も
道
路
規
制
等
で
問

題
が
あ
る
。
乳
児
を
抱
え
る

家
庭
に
は
改
善
策
が
必
要
。

教
育
部
長

桃
園
小
学
校

区
の
園
児
の
増
加
も
一
過
性

の
傾
向
が
強
く
、
幼
稚
園
を

新
設
し
て
も
、
将
来
園
児
減

少
が
生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
幼
稚
園
新
設
は
考
え
難

い
。
幼
児
の
徒
歩
通
園
も
入

園
説
明
会
の
際
に
お
願
い
を

し
、入
園
い
た
だ
い
て
い
る
。

興
戸
区
内
の
開
発
問
題

に
関
わ
る
避
難
通
路
の
進
捗

状
況
は
。

建
設
部
長

今
日
ま
で
地

権
者
、
地
域
住
民
の
方
と
協

議
を
重
ね
、
通
路
の
整
備
に

向
け
た
現
地
測
量
等
に
関
係

地
権
者
の
深
い
ご
理
解
を
得
、

既
に
着
工
し
て
い
る
。
今
後

一
日
も
早
く
通
路
が
完
成
出

来
る
よ
う
鋭
意
努
力
す
る
。

風
俗
営
業
関
連
遊
技
施

設
の
規
制
に
つ
い
て
。
各
自

治
会
代
表
者
か
ら
大
住
地
域

に
パ
チ
ン
コ
店
出
店
を
規
制

せ
よ
と
強
い
要
望
が
あ
る
が
。

建
設
部
長

地
権
者
の
意

向
を
確
認
し
、
建
築
協
定
等

に
よ
る
立
地
規
制
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
検
討
し
早
期
に

地
権
者
の
意
向
を
聴
取
す
る
。

安
全
で
豊
か
な
学
校
給

食
を
。
学
校
給
食
は
教
育
の

一
環
で
あ
り
、
給
食
調
理
員

も
学
校
教
育
の
担
い
手
の
一

人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
営
利
を
目
的
と
す
る

企
業
に
ゆ
だ
ね
る
民
間
委
託

は
や
め
よ
。

市
長

民
間
で
で
き
る
こ

と
は
民
間
に
と
い
う
行
政
改

革
大
綱
の
趣
旨
に
沿
っ
て
実

施
を
計
画
し
て
い
る
。
給
食

の
安
全
は
教
育
委
員
会
が
責

任
を
持
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
。

学
校
給
食
の
民
間
委
託

は
偽
装
請
負
に
な
り
か
ね
な

い
。
請
負
契
約
と
は
、
民
間

業
者
が
自
ら
の
業
務
と
し
て

企
画
や
専
門
技
術
に
基
づ
い

て
業
務
を
処
理
し
、
市
は
委

託
労
働
者
に
対
し
て
労
務
管

理
や
作
業
指
示
は
出
来
な
い

と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
学
校

給
食
は
自
治
体
の
栄
養
士
が

献
立
を
作
り
、材
料
も
購
入
。

調
理
方
法
も
指
示
を
す
る
。

し
か
も
調
理
室
、
設
備
機
材

も
自
治
体
が
無
料
で
使
用
さ

せ
る
事
に
な
る
。
こ
れ
で
は

偽
装
請
負
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
よ
う
に
法
的
に

疑
い
の
あ
る
民
間
委
託
は
行

わ
ず
、
正
規
職
員
を
配
置
し

市
の
責
任
で
安
全
で
豊
か
な

給
食
を
行
う
べ
き
。

教
育
部
長

職
安
法
施
行

規
則
な
ど
十
分
加
味
し
、
適

正
な
業
者
選
定
を
行
う
。

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

重
要
な
成
長
期
で
あ
る
中
学

生
へ
の
給
食
を
実
施
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
ず
、
生
徒
、
保

護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
せ
よ
。

教
育
部
長

３
中
学
校
の

校
長
に
依
頼
し
調
査
し
た

が
、
保
護
者
か
ら
要
望
が
ほ

と
ん
ど
な
い
と
回
答
。ま
た
、

財
政
面
で
も
実
施
で
き
な
い
。

女
性
交
流
支
援
ル
ー
ム

の
土
、
日
曜
日
の
開
館
を
。

会
議
室
、保
育
室
の
設
置
を
。

ま
た
、
審
議
会
等
女
性
の
登

用
率
の
比
率
が
低
い
。
要
綱

を
つ
く
り
高
め
る
施
策
は
。

市
民
部
長

支
援
ル
ー
ム

に
つ
い
て
利
用
状
況
や
ニ
ー

ズ
を
見
極
め
検
討
。
女
性
の

審
議
会
の
登
用
に
つ
い
て
の

要
綱
は
考
え
て
い
な
い
。

大
住
ケ
丘
第
４
公
園
の

階
段
に
て
す
り
と
段
差
の
解

消
を
。

建
設
部
長

優
先
順
序
を

決
め
て
整
備
し
て
い
く
。

おいしそうに給食を食べる児童（薪小学校）

米

澤

修

司

議
員
（
民
主
党
）

次

田

典

子

議
員
（
無
会
派
）

市

田

博

議
員
（
一
新
会
）

水

野

恭

子

議
員
（
共
産
党
）

年（平成 年） 月 日


